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受信不明瞭 プラグアダプタコード

コンセント

送信機
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受信機

― 数回

●受信機に覚え込ませるように
数回スキャンしてください

●スキャンするごとに「強」または
「弱」のボタンを押して、リセット
しながら確認します

目的線以外も

反応する

ズの影響を

く受ける
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盤内アース、鉄筋、

ダクト、水道管など
アースするんだ

とえば

～ご確認ください～

しつかり接触

または同じ距離
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受信機

○
しつかり

等間隔で探索

3m以内の
受信感度が
あります

× 受信感度に

差がつく
角度が正しく

ないと…

～ご確認ください～

探索するケーブルの反対側が極端に短い場合

結果が
分かる
スキヤ

ケーブルに

対して直角

線と平行に、

同じ距離で

探索します

まつすぐ平行に

短い側を

アース接続
クランプは消費電力が
大きいので、使うときは

送信機。受信機の

電池を満たんに

してください

0～2m

轟鱚:緩砂響忙

必ずプラグアダプタコードを使用して、
ス (別回路) をとつてください

正しい方法でスキャンが

出来ているかご確認ください

電池不足の可能性 >電池交換または充電をしてください

確認 1:ケーブルに しているか 確認2:受信機の角度は直角か

一定区間ごとに「強」
または「弱」のボタンを

押してリセットします

確認 1:クランプの□は、
完全に閉じているか

確認2:探索するケーブルの短い側を
アース接続しているか
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